
 

 

「蔵番町宗門人別御改書上帳」目録解題 

 
 蔵番町は高田城下町の一つで、現在の上越市仲町 1 丁目の一部にあたる。松平光長時代

(1624～81)、近くに藩の「上の米蔵」が置かれ、その番をする役割を担った人々の居住地で

あったところから、蔵番町の名がある。正式には上蔵番町という。 

 史料は、蔵番町東半分の徳兵衛組の宗門人別帳の控え帳で、安政 6年(1859)から明治 2年

(1869)までの間に作成された 7冊である。平成 8年に収集され、現在は上越市立高田図書館

が所蔵している。 

 

 

 

 

 

「宗門人別御改書上帳」（安政 6年 4月・万延元年 4月） 

 蔵番町組頭 徳兵衛 


